2006年3・1ビキニデー日本原水協集会(全体会議)での発言

姜濟淑（カン・ジェスク）

韓国・平和市民連帯

昨日私たちは、アメリカと、韓国、フィリピン、日本の土地で生きながらそれなりに平和を育てていく女性たちの声を聞きました。そして、昨日の夜、私は、若者たちと対話を分かち合いました。

きょう、分科会を通じて具体的にどうやって連帯活動をやっていくかについて、私たちは話を分かち合えればいいなと思います。

戦争が起きたら一番先に被害を受ける人は、マイノリティである子供や障害者やお年寄りや女性などです。きのう私は、平和の内容は、このようにマイノリティの人権を守って、差別のない世の中を育てていくことだと言いました。私たちが核兵器のない平和で公正な世界をつくるためには、マイノリティである原爆被害者の人権を守って、苦痛が子孫に伝わる原爆二世を含めた後世の差別のない世の中を育てていかなければなりません。そして、すみやかな核兵器の廃絶のためには、非核化問題、平和憲法問題、日米同盟問題などを具体的に解決する連帯をしなければなりません。この連帯のためには、私たちは、私たちのまわりと自分自身を冷徹に点検しなければなりません。

私は地球村を一周したことがあります。その時、私が非常に感じたのは、第三世界の独裁政権の背景にはアメリカがある、という事実です。もちろん日本もアメリカから自由ではありません。身近な問題としては、私たちが原爆被害者問題を解決して、原爆のない世の中を育てるためには、アメリカの実態をよく知らなければなりません。日本社会もまた、私たちが運動を広げていくためにはあんまり優しい社会ではありません。独裁政権がある社会は、独裁政権という敵が具体的に見えるから、相対的に運動しやすいです。しかし、日本社会は敵があるけれど、敵が具体的に見えないために、運動するのにもっと難しいです。それで、これからは日本社会で生活している人だけで運動するより、国境を越えてお互いの経験を分かち合って連帯しなければなりません。

日本の帝国主義とアメリカの覇権主義によってアジアを侵略したりイラクを侵略するとき、日本とアメリカに住んでいる民衆も被害者だと思います。日本人とアメリカ人がみんな悪いとは言えません。日本とアメリカに住んでいる人々のなかにも、みなさんのような良心的でマイノリティの人権を守って平和を育てている人々がいます。それで私たちは国境を越えて女性と男性の境界を越えて、連帯して戦争を起している一握りの権力者とお金持ちに対して、戦わなければなりません。しかし、ブッシュ政権と小泉政権を作ったアメリカと日本の社会に対して、私たちも責任があることを忘れてはいけません。だから私たちはもっと健康なネットワークをつくるために、私はもうひとつ強調したいのです。それは、世界の境界を越えることです。今、私たちの社会は男女の葛藤より、世代の葛藤の方がもっと深い現実です。

社会で60年代、70年代に運動をしたお父さん、お母さんの世代は今の息子、娘の世代である若い世代たちと会って、対話を分かち合わなければなりません。そうならないと、ますます運動は老人の運動化していきますし、よい社会の希望がありません。両親の世代の経験を一方的に権威的に教えるより、優しくともに分かち合う心で伝えて欲しいのです。それで私たち若者たちが、自分の土地を越えていろんな地球村の若者たちと出会って友達になれば、この世の中は紛争のない世の中になると思います。友達がいる国には原子爆弾を落とさないし、戦争を起すことはできません。私たちの連帯は、ここから出発すればどうでしょうか。みなさんが私を友達として受け入れてくれるのであれば、拍手で歓迎してください。

ありがとうございました。
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